
1 
 

 
 

 
 

TWENTY GOOD REASONS Not to worry about polar bears: an update 

ホッキョクグマはだいじょうぶ 

心配しなくていい20の理由 (更新版) 

 
Susan J. Crockford 

スーザン・J・クロックフォード 
 

 

 

 

 
The Global Warming Policy Foundation 

GWPF Briefing 28 



2 
 

 

 

 

GWPFレポート 
地球温暖化政策財団の刊⾏物での⾒解は、

著者のものであり、GWPFおよびその評議員、
学術諮問評議会委員、理事たちの⾒解では 

ありません。 

地球温暖化政策財団  THE GLOBALWARMING POLICY FOUNDATION  

局長 
Benny Peiser 

 

理事会  
Lord Lawson (Chairman) Peter Lilley 

Lord Donoughue Charles Moore 

Lord Fellowes Baroness Nicholson 

Rt Revd Dr Peter Forster, Bishop of Chester Graham Stringer MP 

Sir Martin Jacomb Lord Turnbull 

学術諮問評議会  
Professor Christopher Essex (Chairman) Professor Ross McKitrick 

Sir Samuel Brittan Professor Garth Paltridge 

Sir Ian Byatt Professor Ian Plimer 

Dr John Constable Professor Paul Reiter 

Professor Vincent Courtillot Dr Matt Ridley 

Professor Freeman Dyson Sir Alan Rudge 

Christian Gerondeau Professor Nir Shaviv 

Professor William Happer Professor Philip Stott 

Professor David Henderson Professor Henrik Svensmark 

Professor Terence Kealey Professor Anastasios Tsonis 

Professor Deepak Lal Professor Fritz Vahrenholt 

Professor Richard Lindzen Dr David Whitehouse 

Professor Robert Mendelsohn 

 

クレジット  

表紙画像 Josh の著作権つきマンガ 

www.cartoonsbyjosh.com 

http://www.cartoonsbyjosh.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

TWENTY GOOD REASONS Not to worry about polar bears: an update 

 

ホッキョクグマはだいじょうぶ 

心配しなくていい20の理由   (更新版) 

 

 

 

Susan J. Crockford 

スーザン・J・クロックフォード 

(翻訳: ⼭形浩⽣、杉⼭大志、木村史子) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本稿は、Susan J. Crockford, TWENTY GOOD REASONS Not to worry about polar bears: an update, 

 GWPF briefing 28, https://www.thegwpf.org/content/uploads/2017/11/PolarbearsUpdate-1.pdf 

を、GWPFの許可を得て翻訳したものである。 

 
 
 
 
 
 

 

https://www.thegwpf.org/content/uploads/2017/11/PolarbearsUpdate-1.pdf


4 
 

目次 

著者について ............................................................................................................................................ 6 

Executive Summary .............................................................................................................................. 8 

結論 .............................................................................................................................................................. 9 

はじめに ................................................................................................................................................... 10 

1.動物保護の成功事例 .......................................................................................................................... 10 

2.個体群の減少はわずか ..................................................................................................................... 11 

3. 夏の海氷の急激な減少は、予測通りホッキョクグマの個体数に影響を与えず ........... 13 

4. チュクチ海の個体群は大繁栄 ....................................................................................................... 14 

5. 獲物の増加でホッキョクグマも元気に ...................................................................................... 14 

6. ホッキョクグマは順応性がある ................................................................................................... 15 

7.南ビューフォートの個体数は回復 ............................................................................................... 15 

8.バレンツ海の個体数は増加............................................................................................................. 15 

9. 2012年の南ビューフォートの低海氷は .................................................................................... 16 

10. ホッキョクグマの繁栄により..................................................................................................... 16 

11.西ハドソン湾の個体数は安定 ...................................................................................................... 16 

12.ハドソン湾の海氷はあまり変化していない ........................................................................... 18 

13.チャーチルの「問題のあるホッキョクグマたち」は、 ...................................................... 19 

14. マニトバ州チャーチルは、1983 年と2016 年に ................................................................. 19 



5 
 

15. 摂食期の海氷減少はごくわずか ................................................................................................ 20 

16. 自給自足のための狩猟が ............................................................................................................. 20 

17. クマにストレスがかかる調査法は廃止されている ............................................................. 21 

18. ホッキョクグマの共食いは報告されていない ...................................................................... 22 

19. ホッキョクグマは公害の影響を受けていない ...................................................................... 22 

20. ホッキョクグマは過去の温暖期を乗り越えている ............................................................. 23 

結論 ............................................................................................................................................................ 23 

注： ............................................................................................................................................................ 24 

 



6 
 

著者について 

 

スーザン・クロックフォード博⼠は進化⽣物学者。古動物学、捜査動物学の分野で 35 年の

経験を持つ。ブリティッシュコロンビアのヴィクトリア大学における付属教授だったが、共

同所有の⺠間コンサルティング会社(Pacific Identifications, Inc.) でフルタイムで勤務。著書

に『⽣命のリズム：甲状腺ホルモンと種の起源』『喰われる』(シロクマに襲われるスリラー⼩説)、

『ホッキョクグマ：事実と迷信』(七歳以上向け、フランス語とドイツ語の翻訳あり)、『ホッキョクグ

マのおおきなあし』(未就学児向け)、参考⽂献完備の『ホッキョクグマ：気候変動の驚くべき⽣

き残り』1、さらにホッキョクグマ保全状況に関する科学論⽂2。これまでも GWPF 向けに、ホッキ

ョクグマとセイウチに関する概要説明とビデオを製作した3,4,5,6,7,8。スーザン・クロックフォ

ード博⼠のブログは www.polarbearscience.com. 

 

翻訳分担は、本⽂は監訳杉⼭大志、翻訳木村史子。要約その他は⼭形浩⽣。 
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Executive Summary 

 
1. ホッキョクグマは、いまも動物保護の⼀大成功事例です。40 年前よりホッキョクグマは

増えています。 

2. 2010 年と⽐べて、減少している個体群は減りました(いまは公式には 1 群だけ)。デー

タ不⼗分なのは 6 群だけです(かつては 9 群) 

3. 急激な夏の海氷減少でも、予想されたようなホッキョクグマの個体数への影響はありま

せんでした。海氷は 2007 年に 20 世紀半ばの⽔準まで減りましたが、⾔われていたよう

なホッキョクグマ壊滅は起こりませんでした。 

4. 2007 年以来、氷のない季節は伸びてきているのに、チュクチ海の個体群は大繁栄してい

ます。 

5. チュクチ海で夏に海氷が少ないおかげで、ホッキョクグマたちの獲物の数が 

⼗分に増えました。フイリアザラシは、主に氷のない季節にエサを探すからです。 

6. ホッキョクグマは、いくつかの地域で氷の状態が変わっても適応できています。 

7. 南ビューフォートの個体数は前回の調査から回復しました。 

8. バレント海の個体数は、海氷⾯積がはるかに減っているのに、2005 年から増えたようで、

まちがいなく減少はしていません。 

9. 2012 年夏の記録的な低海氷で、南ビューフォートのホッキョクグマ個体数に被害を与え

たという証拠はありません。 

10. むしろホッキョクグマの個体数が増えたことで、他の⽣物種、特に巣を作る海⿃やアヒ

ルに悪影響が出ています。 

11. ⻄ハドソン湾個体数は、科学者たちがメディアに告げている話とは裏腹に、2004 年以

来安定しています。 

12. ハドソン湾の海氷は 1999 年あたりから変わっていません。氷が割れる⽇や凍結する⽇は

変動がきわめて激しいのですが、氷のない期間は 2004 年と⽐べて 
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2015 年でも伸びていません。でも 2016 年秋の凍結は、ここ数⼗年で最も早いものにな

りそうです。 

13. チャーチルの「問題のあるホッキョクグマたち」は、痩せてもいないし飢えてもいません。 

14. マニトバ州チャーチルは、1983 年と 2016 年に「問題のあるホッキョクグマ」が最も多か

ったところです。この⼆つの年は凍結が遅かった年ですが、2016 年の出来事の多くは、

2013 年にホッキョクグマが⼈間を襲ったことで警備職員たちが監視を強化したおかげの

ようです。 

15. ホッキョクグマが海氷を最も必要とするのは春の⾷餌時期ですが、この時期の海氷減少

はごくわずかです。 

16. 先住⺠による狩りがクマ個体数に影響しているという証拠はありません。 

17. カナダの大半では、クマにストレスをかけるような調査⼿法は廃⽌されています。 

18. 2011 年以来、ホッキョクグマの共⾷いは報告されていません。 

19. ホッキョクグマは公害の影響は受けていないようです。研究は、そうした被害が理論的

に可能だと⽰しているだけで、実際に起こっていると⽰してはいません。 

20. ホッキョクグマは過去の温暖期も⽣き延びてきました。ここから、将来の温暖期も⽣き

延びる能⼒があるのは明らかです。 

 

結論 

⚫ ホッキョクグマは繁栄していて、いまのところ絶滅の危険はありません。 

⚫ ⼗年以上もの夏の海氷減少で、何万頭ものホッキョクグマが死ぬと⾔われましたが、そ

んなことは起きませんでした。 

⚫ ホッキョクグマは、春に⼗分なエサが得られていれば、晩夏/初秋に海氷がなくてもよ

いのです。 
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はじめに 
Polar Bears Internationalが自ら定めた9秋のホッキョクグマ週間（2017年11月5⽇～11⽇）

に合わせて10、ホッキョクグマに関する偏見を払拭するための新しい資料を紹介します。2015

年にまとめた「ホッキョクグマはだいじょうぶ」を、2年以上ぶりに更新したものです11。新

しいバージョンでは、最も重要なグラフや地図の⼀部を再掲しながらも、背景を⽰す公開論

⽂や参照されたすべての私のブログ記事などの参考情報へのリンクも掲載しています。ホッ

キョクグマの未来についての悲観論12,13や絶滅の予⾔14への反論の資料として、ぜひこれをご

活用ください。そして、どうぞ遠慮なくシェアしてください。COP23（2017年11月6⽇～17

⽇）のために世界のリーダーたちがボンに集まる今15、刻々と変化する北極圏の環境に対する

ホッキョクグマの確かな繁栄⼒を称えるときが来たのです。 

 

1.動物保護の成功事例 

ホッキョクグマは、現在でも動物保護活動の成功事例として語られています16 。世界の推

定⽣息数はおおよそ28,000頭を上回っており17 、40年前よりも確実に増加していると⾔えま

す（Figure 1）18。残念なことに、49年前に発足したホッキョクグマ専門家グループ（PBSG）

は、世界規模の調査を完了することを主要目的の⼀つとしていたのですが、少なくとも4つの

群について⼀度も集計されたことがないため、これまでのところ調査は完了していません。

PBSGの世界推計は、2014年7月に「約25,000頭」と記載されました19。この数字は、PBSGメ

ンバーが国際自然保護連合（IUCN）に2015年の評価のために提供した推定値が22,000～

31,000、つまりおおよそ26,000だったにもかかわらず、改訂されていないのです20。それ以降

に完了した調査あるいは現時点で発表されている調査結果によると、総数はさらに増えてい

ます21。 

これらの推定値は正確さが欠けているものの、それでも、現在の個体数レベルの基準に照

らすと、ホッキョクグマを「⽣き残るには弱っている」または「絶滅の危機にある」と認定

するには、世界的に個体数は多すぎるといえます22。また、現在ホッキョクグマは、⽣息可能

な場所（冬の海氷）23 に⼗分に分布しており、これは健康なホッキョクグマの種の特徴と⾔え

ます。ホッキョクグマの⽣存に関する懸念は全て将来に対するものなのです24。 
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2.個体群の減少はわずか 
         2014年5月にカナダ環境省が発表したホッキョクグマの最近の状況評価26では、PBSGが

2013年に4つの群、2010年に7つの群が減少しているとしたのに対し、「減少している可能性

が高い」のは2つだけです（Figure 2 27）。バフィン湾では、乱獲（海氷の減少ではなく）の

疑いから「個体数の減少の可能性が高い」とされてきましたが、2017年には「数は安定した

可能性が高い」と報告されました28。2010年と2013年に「減少」と評価されたケインベイス

ン⽔路（ただし2014年は「データ不足」）では、2017年には個体数は「安定」または「増加

の可能性」28と報告されています（ただしSection 10を参照のこと）。このため、「減少して

いる可能性が高い」とされたのは南ビューフォートのクマの個体群だけで、これさえも非常

に疑わしい評価です（Section 7参照のこと）。また、「データ不足」とされる群（Figure 2、

茶色の部分）の数は、2014年の9から2017年には6に減少していることにも注目したいです。
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3つのクマの数（バレンツ海、カラ海、カネ盆地）について最近調査がなされ、現在では個体

数が増加の可能性が推定されています。 

例えば、2014年末に完了したカラ海初の個体数の推定によると、世界のクマ総数にさらに

3200頭ほどが加わる可能性があります29。そして、ロシアの⽣物学者によって導き出された

この推定値（2700～3500の範囲）は、2015年にIUCNレッドリストによって発表された公式

のクマの世界個体数に加えられたのです21。かつての概算は約2000頭でしたが18、そこから増

加した可能性を⽰唆しています。 
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3. 夏の海氷の急激な減少は、予測通りホッキョクグマの

個体数に影響を与えず 
北極海の海氷は1979年の衛星観測開始以来減少していますが、ホッキョクグマは今のとこ

ろこの変化にうまく適応しており、特に2007年以降、夏の海氷が急激に減少し、それが常態

化している状況にもよく対応しています。2007年に発⽣した夏の海氷の急激な減少の程度に

ついては、専門家の間では今世紀半ばまで予測されていませんでした。しかし、今世紀半ば

に予想されていたホッキョクグマの減少（Figure 3）31 は、全世界の2/3が減少し（約6660-

8325頭まで減少）、10の群全体が絶滅するというものでしたが、発⽣しなかったばかりか、

発⽣する気配すらなかったのです32。もし2007年当時の専門家の見解が正しかったとしたら、

今年の南ビューフォート湾や⻄ハドソン湾にはホッキョクグマはまったく⽣息していないで

しょう33。また、カナダ北極圏中央部の夏季の氷の減少は、すでにホッキョクグマにとって

有益であることを⽰す証拠もあります34。この有益性については、今世紀後半まで予測され

ていませんでした。これは、夏の氷が少ないことが、ホッキョクグマの餌であるフイリアザ

ラシにとって好都合であることが⼀因です。フイリアザラシは主に氷のない季節に餌をとり

（Section 5参照）、春の出産、交配は氷りだして１年目の氷がベストだからです。 

 

 
 

 

 

 



14 
 

4. チュクチ海の個体群は大繁栄 
2013年に発表された新しい研究結果は、近年の晩夏の大幅な海氷減少がクマを危機に陥れ

たという繰り返しされているメッセージと真っ向から対立するものでした36。その論⽂では、

チュクチのホッキョクグマは1980年代よりも良好な状態にあり37 、例外的に極めて良好な状

態にあるフォクシー・ベイスン（ハドソン湾北部）のクマを除いて、それ以外の他のクマよ

りもより健康な状態あることが⽰されています38。 

チュクチ海の個体数は以前は約2000頭と推定されていましたが、公式にはゼロとされてい

ます。しかし、1979年以来最低となった2007年9月の記録的な海氷減少は、チュクチ海のホ

ッキョクグマに目に見えるような大きな影響を与えなかったようで39、2016年までの調査で

もクマは確認されています2,40。その結果個体数の状態は、2013 年に PBSG によって「減少

中」から「データ不足」に格上げされました41。暗い予測とは裏腹に、平均より長い無氷期

は、チュクチのホッキョクグマにとって実際には良いものであったのです42。 

 

 

5. 獲物の増加でホッキョクグマも元気に 
チュクチ海のホッキョクグマが海氷の少ない季節が長くなっても元気に過ごしているのは、

彼らの主な餌であるフイリアザラシが、氷のない夏の海域でほとんどの餌を摂るからです。

太ったアザラシが多いということは、ホッキョクグマにとっては、翌年の春に太ったアザラ

シの子が多いということになります。最近の研究では、9月の海氷が少ない時期が最も長かっ

た近年、アザラシの夏の摂⾷期間が延長され、アザラシがいつもより余分に太っていること

がわかったのです43。これは、⼀部のアザラシは秋から冬にかけて、より栄養価の高い餌を

ホッキョクグマに提供することとなり、ホッキョクグマにとって直接的な利益となったこと

を意味します。さらに、よく太ったフイリアザラシのメスは、翌年の春に太った健康な子供

を産み、ホッキョクグマが最も餌を必要とする時期により多くの餌を与える結果になりまし

た。 

2008年から2011年にかけて、フイリアザラシもホッキョクグマも、夏の海氷域が広かった

1980年代よりもむしろ良好な状態でした。そして奇妙なことに、フイリアザラシがアメリカ

の絶滅危惧種リストに掲載されてから半年も経たない2013年3月44、フイリアザラシの⽣物学

者が、チュクチ海の調査結果が彼らの悲惨な予測とは矛盾していると仲間たちに報告してい

たのです45。驚いたことに、夏の海氷が少ないことはフイリアザラシにとって実は悪いこと

ではなく、良いことだったのです。2014年7月、裁判官は、アラスカのアゴヒゲアザラシを

「絶滅危惧種」に指定した2012年の決定には不備があり、近い将来の脅威はない、と判決を

下しました。裁判官は「これは裁量の乱用だ」としました46。 

アメリカは、夏の海氷の最近の減少によって北極のアザラシが被害を受けた（または間も

なく受けるだろう）と主張する唯⼀の国ですが47、2017年9月にアメリカ魚類野⽣⽣物局が、

太平洋セイウチを絶滅危惧種法に基づく「絶滅の危機」に指定する計画は進めないことを発

表したことは驚くべきことでした48。専門家らは、セイウチの⽣存に継続的な危機や差し迫

った脅威があるという証拠はないと結論づけたのです。 
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6. ホッキョクグマは順応性がある 
                          ホッキョクグマは、短期間でも氷の状態が良くない地域から良い地域へ移動することが分

かっています。これは、彼らが海氷の変化に適応する能⼒があることを⽰す強⼒な証拠です。 

 最近では、海氷⾯積が大⻄洋数⼗年規模振動49の変動に強く影響されるバレンツ海から、よ

り海氷⾯積が予測しやすいカラ海のフランツ・ジョセフ・ランド群島の島々に移動したクマ

が多数いることが指摘されています50。これはホッキョクグマの順応性の⼀例に過ぎません。 

過去の例では、東部ビューフォートが春に厚い氷に覆われるという1974年から1976年の壊滅

的な出来事の際には、南ビューフォートのクマがチュクチ海に移動したことがありました。 

ホッキョクグマが種として⽣き残るために必要なレジリエンスを与えるのは、出産巣の選択

（陸上と海氷）の順応性と、餌場（沿岸と沖合）の多様性51にあるといえます。 

 

7.南ビューフォートの個体数は回復 
合衆国魚類野⽣⽣物局の予備調査によると、2012年秋の南ビューフォートのクマの数は 過

去10年間よりも多くなっており、春の厚い海氷の影響により2004年から2006年の間に起こっ

た劇的な個体数の減少（25～50％）から回復したことを⽰しています52。2012年までの標識

再捕獲法のデータが入⼿可能であったにもかかわらず、理由は不明ですが、新たに開発され

た南ビューフォートの個体数規模推定用モデルは2010年までのデータしか使用していません

54。これは、このデータが別の研究に使用されたことで判明しました（Section 8を参照のこ

と）。近年、春の厚い氷の状態が再発⽣せず、ビューフォート東部で春のポリニヤ（氷に囲

まれた開⽔⾯あるいは薄氷域）が早期に形成・拡大したことは、ホッキョクグマやアザラシ

にとって有益であったと考えられ55 、その結果、2016年には少なくとも1組の健康な三つ子

の子どもが目撃されるという稀な出来事が起こりました56 。 

 

8.バレンツ海の個体数は増加 
バレンツ海の個体群の中でスヴァールバル諸島地域については2015年に調査され、当初は

2004年に行われた調査による個体数より42％増加したと報告されました57。発表されたばか

りの論⽂では、⽣息数の42％の増加が実際に起こったことが確認されています（2004年の

685頭に対し、2015年は973頭）58。しかしながら、推定値の不確実性が大きい（誤差の範囲

が広い）ため、42％の増加でも統計的に有意とは⾔えないのです。この点について、PBSG59 

がバレンツ海に関する最近の状況を更新した際に次のように強調しています。 

「信頼区間が重複しているため、個体群が増加したと結論づけることはできない60。」 

しかしながら、スヴァールバル諸島の調査をした著者たちは次のように述べています。 

「この地域の海氷⽣息域の急速な減少が、個体数の減少につながったという証拠はまだな

い。環境的受容量は大きく低下していると思われるが、1973年までの壊滅的な状態からの回

復はまだ続いている可能性がある。」 
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9. 2012年の南ビューフォートの低海氷は 

個体数に影響与えず 

2012年の9月の海氷が劇的に少なかったことは、どうやら南ビューフォート海のホッキョ

クグマの数に影響を与えなかったか、少なくとも悪影響を⽰すような話は聞いていません61。

2012年は、少なくとも1979年以来、南ビューフォートで最も長い開⽔期間があったにもかか

わらず（Figure 4参照）、この地域で標識再捕獲法を使用して作業を行っている研究者は、

2012年の夏と2013年の春に大量の飢えたクマがいるとは報告しませんでした62。それどころ

か、2012年秋に行われた航空調査では、過去10年間で最も個体数が多かったと報告されてい

ます（Section 7参照）。これは、初夏と晩秋の海氷の⾯積がホッキョクグマにとってほとん

ど意味をなさないためで、たとえ氷上にいてもクマの多くはほとんど何も⾷べないからです63。 

 

 

10. ホッキョクグマの繁栄により 

他の生物種が悪影響を受ける 

フォックス湾64とデイビス海峡南部65には非常に多くのホッキョクグマが⽣息しており

（Figure 5）、⼀部の巣ごもりする海⿃の居場所を狭めている可能性があります66。もしそう

であるならば、これはクマが増えすぎたことのマイナス⾯を表していることになります。ま

た、ハドソン湾⻄部では、ホッキョクグマがトナカイや白雁を記録的に多く餌としているこ

とが報告されていますが、これはこれらの餌動物の⽣息数がここ数⼗年の間で最も多くなっ

ていることが理由です67。カナダ東部のクマにとってこのような⾷料源は、⻄部地域（ボーフ

ォート海のカクトビック69やチュクチ海のウランゲリ島70など）のクマにとってのクジラの死

骸68と同様、夏の断⾷状態を多少緩和してくれるものです。しかし、前年の春に⼗分な⾷料を

得たホッキョクグマにとって、そのような陸上⾷は必要ないことはあらゆる証拠が⽰してい

ます71 。陸上であれ氷上であれ、ほとんどのホッキョクグマは晩夏から初秋にかけてはほと

んど餌を⾷べていないものなのです72。 

 

 

11.西ハドソン湾の個体数は安定 

⻄ハドソン湾のホッキョクグマの数は安定しています73 。1987年から2004年の間に緩やか

に減少した後、予測されたような急激な減少が続いてはいません74 。地域のどの部分を調査し

たかなど推定値の計算方法が異なるため、実際には起きていないのに大きな個体数の減少が

起きたかのような数字が⽣み出されているのです75,76,77,78。 
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つまり、2004年以降、若干の減少が見られるかもしれませんが、それは統計的に有意な減

少ではなく79 、発表されたばかりの2016年の調査結果でも、この結論は確認されているので

す75 。2011年においては、クマは949頭（範囲618-1280）、2016年では842頭（範囲562-1121）

となっており、統計的には約11％減少しています。現在でも、ハドソン湾⻄部のホッキョク

グマの数が約1200頭（1987年）から現在約800頭（33％減）に減少したと⾔う⼈もいます80。

しかし、これらの数値は、地域の異なる部分で実施された異なるタイプの調査に基づいてい

るため、⽐較することは科学的に適切ではありません81。2014年にPBSGが、そして2015年に

IUCNが受け入れた⻄ハドソン湾の公式推定個体数は1030頭です82（範囲754～1406；これは

2004年の推定値935頭より約10％高いが、範囲が重なっているので統計的に差はない）。カ

ナダ環境省（2014）は、個体数が「安定している可能性が高い」（Section 2参照）とし、こ

の評価は最新の調査でも支持されています。 
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12.ハドソン湾の海氷はあまり変化していない 

直近の3年間、ハドソン湾⻄部の氷が解ける⽇はそれまでの近年の平均よりやや遅めで、

2016年83と2017年84は7月中旬から下旬にかけてクマが氷から離れたのですが、2015年は8月

上旬まで氷から離れず、上陸しないクマもいました85。⼀方、公式なエルニーニョの年である

2016年86の氷が凍結する⽇は、1998年のエルニーニョ年と同様、かなり遅かったのです（12

月上旬）。しかし、1983年、1999年、2003年、2010年も凍結する⽇は同じように遅かったの

です。⼀方意外なことに、2017 年は早期に氷が凍結したようです87 。つまり、凍る時期は年

によってかなり変動し、氷が割れる時期も同様に変動が大きいのです88。 

これらのことからわかることは、ハドソン湾⻄部では、ホッキョクグマにとって良い年と

そうでない年があるが、過去30年間、海氷の解ける⽇がひどく遅くなり続けて、クマが陸上

にいる期間が長くなり続けているわけではないということです89。ホッキョクグマは自然淘汰

によって適応してきました90。2017年に発表された論⽂によると、2004年から2015年の間に、

ホッキョクグマは1980年代と⽐較して約3週間ほど長く陸上で過ごしていたそうです。無氷期

の長さが段階的に変化したのは1980年代後半のことであり91、ホッキョクグマはそれに適応し

てきたようです92。 
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13.チャーチルの「問題のあるホッキョクグマたち」は、 

痩せてもいないし飢えてもいない 

カナダ放送協会は最近、「ホッキョクグマの政治学」という、ホッキョクグマ保護に関わ

るいくつかの論争を扱った、⽐較的バランスのとれたドキュメンタリーを制作しました93。チ

ャーチルの自然保護官長へのインタビューの中で、彼は過去5年間に捕獲された「問題のある

クマ」（Section 14参照）のうち、飢えていたり衰弱しているものはほぼ皆無であることを指

摘しています。2016年94と2017年95のチャーチルのホッキョクグマ警告の報告書には、真夏に

氷から降りてくるクマは「申し分なく健康」であると記されています。このことから、ハド

ソン湾⻄部の地域が近年経験しているホッキョクグマ問題の多くは、1970年代にホッキョク

グマの⽣物学者イアン・スターリングが予測したように、クマの数の増加（またはクマの再

分布、特に成年オスの群の増加）96と他の要因（住⺠や観光客の増加とそれに誘引される事象）

が合わさって起こっていると考えられるのです。 

 

 

14. マニトバ州チャーチルは、1983 年と2016 年に 

「問題のあるホッキョクグマ」が発生した場所 
チャーチルでは、海氷不足と関連する2つの最悪な年のうち、ホッキョクグマに襲われて⼈

が死亡した事故が最後に起きたのが1983年でした。皮肉なことに、1983年は海氷が解けるの

が例年より遅かったため、クマが氷上で餌を⾷べる期間が長くなったのでした。不運なこと

に凍る時期も例年より遅れたため、多くのクマは12月上旬まで狩猟を再開することができず、

非常に痩せた状態になってしまいました。2番目に最悪だった年（2016年）も同様の条件で、

氷が解けるのが遅く、凍るのも遅かったのです。2016年には何百頭もの問題のあるクマたち

を処理しなければならなかったのですが、その数の多さは、氷の状態により受けた影響と、

2013年に住⺠がクマに襲われた後に実施された、町に近づくクマに対するゼロ・トレランス

方式97の採用によるものでした98。ハドソン湾⻄部における海氷の融解・凍結の時期は変動が

大きく（Section 12参照）、9月の北極海の海氷レベルの高低とはあまり関係がありません

（Figure 6）。チャーチルでの問題のあるクマの数は、氷が解ける⽇付や凍る⽇付とあまり相

関性がない年もあります99。むしろ重要なのは春の氷と雪の状態を考慮することです。10 月

下旬においては、2017 年のチャーチルでの問題のあるクマの数は 2016 年より少なくなって

います100。 
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15. 摂食期の海氷減少はごくわずか 

北極圏全体を見ると、3月から6月にかけて海氷⾯積がわずかに減少しています（Figure 

6）。この時期は、ホッキョクグマが太った若いアザラシを⾷べるために、海氷を狩りの足

場として必要とする春の重要な⾷餌期間にあたります。ホッキョクグマは、この時期に年間

摂取量の3分の2以上を摂取します。そして⼀般に、陸上、氷上を問わず、夏場はほとんど餌

を⾷べません101。餌の摂取は秋になると再び増えますが、冬には減少します。このことは、

世界中のホッキョクグマが冬の終わり102、つまり北極アザラシの仔が⽣まれる直前に最も痩

せて、初夏に最も太ることを⽰しています103。 

2017年の春のラブラドル海（デイビス海峡ホッキョクグマの⽣息地）の海氷レベルは例年

より高く104、その結果、ラブラドル州とニューファンドランド州の沿岸部の居住地では、ク

マの目撃情報が記録的に多くなり105、中にはクマを射殺するという恐ろしい光景も見られた

のでした106。 

 

16. 自給自足のための狩猟が 

個体数に影響を与えている証拠はない 

規制されている自給自足のための先住⺠の狩猟が、ホッキョクグマの数の減少を引き起こ
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しているとして、PBSGの⽣物学者は懸念を抱いていますが、それを裏付ける証拠はありま

せん。過度の狩猟が個体数に影響をもたらしていると疑われながらも、それが証明されてい

ない地域にバフィン湾があります108。しかしながら、最近の個体数調査の結果はその仮定を

覆すものであり、乱獲による個体数の減少はなく、むしろ前回の推定値より36％増加してい

ます（Section 2を参照）28。 

 

17. クマにストレスがかかる調査法は廃止されている 

多くの⽣物学者はホッキョクグマに衛星電波の首輪をつけるのをやめ、他の方法で個体数

のデータを集めるようになりました。これは、クマの扱いにおいてクマへのストレスを軽減

するための措置です。バレンツ海やチュクチ海のような地域では、大規模な標識再捕獲法に

よる調査は遂行上非現実的ですが、バレンツ海では⼩規模なプロジェクトとして実施されて

います109。また、他の地域では、ヘリコプターによる追跡や麻酔銃による捕獲が繰り返され

ており、北極圏の住⺠たちからは、クマ、特に幼い子を持つメスにとってストレスになる行

為だとされています。また、捕獲の際の残留薬剤は、その肉を⾷べる先住⺠の猟師とその家

族にとって悪い事態となる可能性があるのです110。おかしなことに、ホッキョクグマの⽣物

学者らは、コンピュータ・モデルによる計算結果を提⽰することで、侵略的な調査法につい

ての深刻な懸念を拭い去ろうとしています111。 

現在、ヌナブト準州、ノースウエスト準州、ケベック州など、カナダにおけるホッキョク

グマが⽣息するほとんどの地域（Figure 7）では、標識再捕獲法による調査の許可は下りな

くなっています112。カナダ国内の他の地域113、特にハドソン湾⻄部と南部、ラブラドールと

ニューファンドランド、そしてカナダ国外では特に南ビューフォート114と東グリーンランド

では、侵襲的な方法による調査が続けられています115。 
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18. ホッキョクグマの共食いは報告されていない 

2017年現在、少なくとも2011年以降のホッキョクグマの共⾷いの報告はなく、また2012

年の夏の氷の⾯積は1979年以降最低レベルでしたが、1990年以降続く異常なまでの暖かい

冬と春先の高気温による巣穴崩壊の報告もありません116。クマがストレス下にあるとされる

地域（南ビューフォート、ハドソン湾⻄部、バレンツ海など）においても、メディアを通じ

ても、あるいは発表された⽂献においても、共⾷い117や巣穴崩壊によるクマの死亡が報告さ

れたことはありません。 

 

19. ホッキョクグマは公害の影響を受けていない 

いわゆる「有害」な化学物質は、⼈間が使用し、それが環境内で循環し、特に動物性脂肪

を通じて⾷物連鎖を上り詰めていきます。脂肪分を大量に摂⾷する北極圏の捕⾷者であるホ

ッキョクグマは、他の動物よりもより多くの有害物質を保持してしまう可能性があります。

しかし、このテーマについてこれまでに発表された論⽂のほとんどは、ホッキョクグマの健

康への被害も、またあるいは確立された⽣化学の変化が起こったことも実証してはいないの

です118。議論されているクマへの有害物質の影響は、事実上すべて理論上のことなのです。 

東グリーンランドのクマは、これまで調べたホッキョクグマの中で最も「汚染」されて
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いるように見えますが119、それでも健康といえそうです。ホッキョクグマのペニスの骨は、

有害な環境化学物質の残留によって骨の構造が弱くなり、折れてしまっているとの報告120は、

元々の報告内容（骨が折れる可能性があるというだけのこと）をセンセーショナルに述べた

ものなのです121。ハドソン湾のホッキョクグマから検出された有害化学物質に関する論⽂も、

同じ注意書きがなされています122。 

 

20. ホッキョクグマは過去の温暖期を乗り越えている 
最近発表された遺伝子研究の1つによると、ホッキョクグマは、種として、夏に海氷がほ

とんど存在しなかった過去の温暖な時期を複数回⽣き延びたことがあることが強調されてい

ます123。海氷は、短期的（すなわち数⼗年の気候変動）にも長期的（数千年という氷河期か

ら間氷期へのサイクル）においても変化しています。例えば、過去10万年の間に、氷が現在

よりはるかに少ない時期もあれば、はるかに多い時期もあったのです124。ホッキョクグマの

個体数は、このような海氷の変動に連動して上下していたと思われますが125 、種としての

ホッキョクグマは⽣き残り126 、太平洋セイウチ（海氷ではなく餌によって制限される種）

を含む、餌に依存するすべての北極海アザラシ種も⽣き残ったと考えられるのです。これら

の北極圏の種の⽣存は、遺伝的多様性が低いにもかかわらず、進化的な観点からみて、変化

の激しい⽣息地に非常によく適応していることを⽰しているのです129。 

 

結論 
以上がすべて、ホッキョクグマの現状は大丈夫だと思うに至る理由です。活動的な科学者

131 や環境保護団体が騒いでいますが、ホッキョクグマは海氷の減少によって絶滅の危機に瀕

しているわけではないのです132 。実際のところ、ホッキョクグマは非常に健康であるため

133 、IUCNのレッドリストでホッキョクグマを「弱っている」とすることを望む⼈々は、数

⼗年後の夏の海氷減少という感情的な予⾔に完全に乗りかかって、自らの⾔い分を主張して

いるのです134。彼らは自分たちの意見を宣伝はしたいのですが、と同時に夏の海氷の減少に

対するホッキョクグマの状況について、これまでの自分たちの悲観的な予測がいかにお粗末

であったかを皆に知られたくないのは確かです135。あるいは、近年発表されたホッキョクグ

マの写真のほぼすべてが、太った健康な動物であること136を知られたくないことも確かです。

あるいはまた、健康な三つ子のクマの子供（かつてよく見られたハドソン湾⻄部において、

もう存在しないはずの珍しい現象とされてきた137）139の写真が、南ビューフォート海（2016）

140やチュクチ海141で撮影されていることに気づいて欲しくないのでしょう。夏季の海氷が10

年以上にわたり少なかったからといって、何万頭ものホッキョクグマが死ぬということは無

かったのです。理由は簡単です。それは、ホッキョクグマは春に⼗分な栄養を摂っていれば、

夏の終わりから秋の初めにかけて海氷を必要としないからです。 
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注： 
1.https://www.amazon.com/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=Susan+J+Crockfo
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GWPF BRIEFINGS  

1 Andrew Turnbull The Really Inconvenient Truth or ‘It Ain’t Necessarily So’ 

2 Philipp Mueller The Greening of the Sahel 

3 William Happer The Truth about Greenhouse Gases 

4 Gordon Hughes The Impact of Wind Power on Household Energy Bills 

5 Matt Ridley The Perils of Confirmation Bias 

6 Philipp Mueller The Abundance of Fossil Fuels 

7 Indur Goklany Is Global Warming the Number One Threat to Humanity? 

8 Andrew Montford The Climate Model and the Public Purse 

9 Philipp Mueller UK Energy Security: Myth and Reality 

10 Andrew Montford Precipitation, Deluge and Flood 

11 Susan Crockford On the Beach 

12 Madhav Khandekar Floods and Droughts in the Indian Monsoon 

13 Indur Goklany Unhealthy Exaggeration 

14 Susan Crockford Twenty Good Reasons not to Worry about Polar Bears 

15 Various The Small Print 

16 Susan Crockford The Arctic Fallacy 

17 Indur Goklany The Many Benefits of Carbon Dioxide 

18 Judith Curry The Climate Debate in the USA 

19 Indur Goklany The Papal Academies’ Broken Moral Compass 

20 Donoughue and Forster The Papal Encyclical: a Critical Christian Response 

21 Andrew Montford Parched Earth Policy: Drought, Heatwave and Conflict 

22 David Campbell The Paris Agreement and the Fifth Carbon Budget 

23 Various The Stern Review: Ten Years of Harm 

24 Judith Curry Climate Models for the Layman 

25 Fritz Vahrenholt Germany’s Energiewende: a Disaster in the Making 

26 Hughes, Aris, Constable Offshore Wind Strike Prices 

27 Michael Miersch Truly Green? 

28 Susan Crockford 20 Good Reasons Not to Worry About Polar Bears 
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地球温暖化政策財団 (The Global Warming Policy Foundation) は、すべての党
を含む無党派シンクタンクであり、登録済み教育慈善団体です。地球温暖化について
の議論の分かれる科学については多様な見方を採る一方、現在促進されている多くの
政策が持つ、費用面などの影響について深く懸念しています。 

 

主な活動は、地球温暖化政策とその経済などの含意についての分析です。狙いは、最
も頑健で信頼できる経済分析と提言を行うことです。何よりも私たちは、メディア、
政治化や社会に対し、この問題全般と、彼らが現在あまりに曝されることの多い誤情
報について、ニュースにふさわしい形で情報提供を行うことです。 

 

GWPFの成功の鍵は、ますます多くの政策担当者やジャーナリスト、関心ある一般市民
たちから私たちが獲得してきた信頼と信用です。GWPF の資金は圧倒的に、数多くの
民間個人や慈善信託基金からの自発的な寄付からのものです。完全な独立性を明確に
するために、エネルギー企業やエネルギー企業に大きな利害関係を持つ寄付は受け付
けません。 

 

地球温暖化政策財団の刊行物での見解は、著者のものであり、GWPF およびその評

議員、学術諮問評議会委員、理事たちのものではありません。 

 

 

 
発行：地球温暖化政策財団   (GWPF) 

 

GWPF についての追加情報およびこの報告書の印刷版を

ご希望の⽅は、以下までご連絡ください: 

 

The Global Warming Policy Foundation 
55 Tufton Street, London, SW1P 3QL 
T 0207 3406038 M 07553 361717 

www.thegwpf.org 

 
Registered in England, No 6962749 

Registered with the Charity Commission, No 1131448 

http://www.thegwpf.org/

